
39

1.　はじめに

本稿は、2016年 11月 28日に開催された国際シンポジウム「日本の大学とキリスト教̶

戦前・戦後の教育改革と宣教師団体」において発表した原稿を基としている。本発表におい

て私は、フレンド派の宣教師エスター B.ローズの活動と日本との関わりを戦前、戦中、戦

後の活動を通して検討した。

今回取り扱った、エスター B.ローズ (Esther B. Rhoads 1896–1979)はアメリカ合衆国フィ

ラデルフィア出身のフレンド派 (The Religious Society of Friends = Quaker)の女性である。

1917年に宣教師として初めて来日し、東京の普連土女学校（現在は、普連土学園）で英語

や家庭科を教え、1940年に一時帰国するまでの間、日米間を行き来し活動していた。1940

年以降は日米関係の悪化により日本への帰国が困難となり、1946年までアメリカでの滞在

となった。その間には、アメリカ・フレンズ奉仕団 (the America Friends Service Committee 

= AFSC)のメンバーとして、カリフォルニア州パサダナ地方の収容キャンプで日系アメリ

カ人の支援活動に参加した。1946年以降、LARA (Licensed Agencies for Relief in Asia)の駐

日代表の一人として 1952年まで救済物資の配分計画、実施、施設訪問などを行い、日本各

地を訪れた。また他にもローズは 1947年には普連土学園の財務理事及び教師、1949年から

は学園長に就任している。1947年から日本を去る 1960年までに、津田塾大学での教師

(1947–1951)、社会事業施設興望館の理事 (1950–1953)、津田塾大学 (1952–1960)そして国際

基督教大学 (1953–1960)の理事に就任し、エリザベス・ヴァイニング (Elizabeth Janet Gray 

Vining 1902–1999)の後任として 1950年から 1957年まで皇太子明仁親王及び天皇家の英語

教師を務めることとなる1)。

これらを見ると戦後ローズが LARAを代表とするさまざまな社会福祉活動や教育分野に

携わっていたことがわかる。それだけではなく、彼女は学校や大学また家庭教師として戦後

日本の教育の場にも携わっていた。そして、戦後新たに設立された国際基督教大学の評議員

や理事にも名前を連ねている。

これらは、戦前からのローズの活動や日本人とのネットワークがあったからこそだと考え

られる。戦前には、普連土学園の教師、フレンド派の宣教師として活動したことからも日本
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のキリスト友会の人々とのつながりは作られていたと考えられる。戦時中のローズのアメリ

カ・フレンズ奉仕団としての活動は、日系アメリカ人への救済、援助活動があり、その活動

の一つに大学適齢期の日系アメリカ人、主に二世への東部の大学への入学支援活動があっ

た。ローズはその活動に参加していたと言われている。日本生活の経験から日本語も話せ、

日本人への理解があるローズの存在は、日系アメリカ人にとってどのような存在だったのだ

ろうか。

以上を踏まえ、本稿ではエスター B.ローズと日本との関わりをクロノロジカルに戦前、

戦中、戦後の活動を通して明らかにし、またどのようなネットワークが戦前から戦後に至る

まで継続されていたのかを検討する。

今回使用した史料はアメリカの Haverford Collegeの図書館で史料調査を行なった際に手

に入れた書簡や史料とキリスト友会の機関誌『愛の友』『友』の記事を使用している。

本研究で欠かすことのできない先行知識として、フレンド派（クエーカー）の存在が挙げ

られる2)。フレンド派とはプロテスタントの一派であり、1650年代にイギリスでジョージ・

フォックス (George Fox 1624–1691)によって創設された。フレンド派は別名クエーカー

(Quaker)と呼ばれることも多いが、どちらも間違いではなく、クエーカーは外部から呼ば

れる名称であり、自らを称する時はフレンドと呼ぶ。すべての人は、「内なる光」があり、

「神の種子」を持っていると信じているため、非暴力と平和主義の立場を主張している。日

本ではフレンド派の名称である The Religious Society of Friendsを訳したキリスト友会が団

体名とされている。日本への宣教は 1885年にフィラデルフィア・フレンド婦人外国伝道協

会 (The Women’s Foreign Missionary Union of Friends in America) によって行われた3)。女子

教育の必要性を説いた新渡戸稲造の影響もあり、婦人外国伝道協会の重要な使命として女子

学校の設立が位置づけられた4)。1887年に普連土女学校が創設され、ローズはフィラデルフ

ィア・フレンド婦人外国伝道協会の一人として 1917年に来日した。

2.　戦前の活動とネットワーク (1917–1940)

戦前のローズは、宣教師として来日し、普連土女学校の教師として滞在することとなる。

日本滞在中には、関東大震災が発生するが、ローズは日本フレンズ奉仕団のメンバーとして

救済活動に参加する。このように戦前のローズは、教師と宣教師またキリスト友会のメンバ

ーとして人々と関わっていた。

2.1.　ローズと日本との関わり

ローズは 1917年の秋から宣教師として来日し、普連土学園で教師として働いた。ローズ

が日本への関心を示した理由としては、2つあげられている5)。1つ目に幼少からの家庭環

境、2つ目に 1917年の米国の社会的環境である。ローズの祖父が 1892年に来日したことや、

フィラデルフィア出身のローズの両親が新渡戸稲造の夫人であるメアリーの友人であったこ
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とで、ローズは幼少の頃から新渡戸稲造の話を聞く機会があった。それらの影響もありロー

ズは来日以前から、日本の接点があり、日本への関心を持っていたと考えられる。2点目の

米国の社会的環境としては、1917年という第一次世界大戦の中での米国の参戦とフレンド

派の立場が挙げられる。参戦に対し一般市民の間での盛り上がりを見せる中、非戦平和を唱

えるフレンド派の人々にとっては困難な社会的環境であったと指摘されている。その様な状

況でフレンド派の人々は、戦争以外の道とその必要性を訴えた。また戦争の被害をうけた欧

州の救済と復興活動の組織としてアメリカ・フレンズ奉仕団が創設された。

ローズが日本を去る際に普連土学園の新聞に寄せた言葉（「日本の生活四十三年間」『普連

土学園新聞』（第 44号、昭和 35年 2月 8日））によると、ローズは 1917年の夏に参加した、

ヤング・フレンズの会議において、普連土学園の教師が不足していることを知った6)。ヨー

ロッパで大戦が行われている中、フレンド派の人々が救済や平和の仕事について考えている

中で、いったい自分に何ができるのかを考え、そのなかでの選択肢の一つが日本に宣教師と

して訪問することだったと言われている。しかし、日本に行くことは彼女が自問自答する中

でいつも「ノー」という傾向にあった。そのような時に、ある日彼女が大木の下に座り込み

考えていた時あることが起こったと書かれている。

「その時一匹の老いた亀が芝生の中から出て行きました。私は何となくすばやくて、華

やかで、できる限り無責任な野うさぎになりたいと思っているのかもしれないと気づい

たのです。信仰を持って正しく動いている亀になろうと決心しました。つまり私の仕事

があまり成果を示さないにしても、私が日本へ行くことは神の御意志だと考えたので

す。」7)

信仰をもって正しく生きていれば、いつか目標にたどり着くことができるだろうというロ

ーズ真摯な態度がこの言葉に現れている。またそのように考えていた彼女だからこそ、その

後の多岐にわたる仕事において、冷静に、考えて行動を起こすことができたのではないかと

考えられる。

このような背景をもとにローズは 1917年に日本に来日することとなった。

2.2.　普連土学園、宣教師としての活動

1918年ペンシルバニア大学に 1年間の聴講生として進学し、1919年からアーラム大学に入

学し、1921年に卒業してまた東京に戻り普連土学園に復職した。その後は 2年ごとに 6ヶ

月の休暇を得て日本とアメリカを行き来することとなった。日本での生活は主に、普連土学

園での活動と宣教師としの活動が中心となっていた。普連土学園では家庭科と英語の授業を

担当した。着物に袴の時代に、洋裁のミシンの使い方や日本料理、西洋料理の作り方、洋菓

子、フランス刺繍など教えており、当時の学生に言わせると「大変ハイカラな学生生活」8)
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と感じるような学校生活、授業をおこなっていたようである。

戦前にキリスト友会が発行した機関紙『愛の友』や『友』においてもローズの記事を目に

することができる。ここでローズは、第一次世界大戦におけるアメリカのフレンド派の活動

の紹介、ローズ自身の活動、1918年に大阪で行なわれた基督教婦人矯風会の会議に出席し

たことなどを記事にして掲載していた9)。1923年の関東大震災の際には、日本フレンズ奉仕

団が結成され、ローズもメンバーの一人として救済活動に参加した10)。関東大震災当時は、

普連土女学園の副校長であったアリス・ピアソン (Alice Pearson)と共に軽井沢に滞在してい

たローズであったがが、東京に戻ることが賢明と判断し、帰京したことが記されていた。日

本フレンズ奉仕団は、アメリカ・フレンズ奉仕団を通して資金や物資を調達し、被災者支援

活動を展開していった。例えば、芝公園に罹災家族のために家を建て、衣類、牛乳の配布、

児童の保護、医療活動、娯楽、修養の仕事などが挙げられる。これらの救済活動にはキリス

ト友会関係者、普連土学園の教職員や生徒も協力して活動した。

このことからもローズが教師だけではなく、フレンド派の宣教師として戦前にさまざまな

活動に参加していたことがわかる。日米を行き来していたこともありローズは日本のフレン

ズにアメリカのフレンズの生活態度や信仰を伝える役割も担っていたと考えられる。また宣

教師として矯風会の会議への参加や関東大震災時の日本フレンズ奉仕団としての救済活動か

ら、ローズと日本のキリスト友会との繋がりを見ることができる。そして、関東大震災時の

日本フレンド奉仕団としての経験は、戦時中のアメリカ・フレンズ奉仕団としての活動にも

つながり、戦後、LARAのメンバーとして活動する際にも役立つ救済活動の経験となった

と考えられる。

3.　戦中の活動 (1940–1946)

ローズのアメリカでの滞在は、ちょうど日系アメリカ人への強制立ち退き・収容の時期と

かさなっている。そのような社会状況のなかで、ローズはフレンド派として、日系アメリカ

人への支援活動に参加する。日系アメリカ人への支援活動を通して、ローズはまたアメリカ

の姿に対しても批判的に書簡を書いていた。

3.1.　アメリカでの活動

ローズは 1940年、すぐに日本に戻る予定で、休暇のためアメリカに帰国した。しかし、

日米関係の悪化によりその帰国は 1946年にアメリカ・フレンズ奉仕団の代表として帰国す

るまで約 6年の日数が必要となった。1941年 12月 8日、日本による真珠湾爆撃によって、

アメリカ在住の日系アメリカ人の生活は一変した。一世は敵国外国人と見なされ、日本人の

指導者は次々に検挙、逮捕された。そして 1942年 2月 19日にルーズベルト大統領は行政

命令 9066にサインをした。このことにより必要に応じてアメリカ国内に軍事地域を指定し、

その区域に共住するもので国防に危害を及ぼすと認められるものは、区別なく強制立ち退き
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させる権限を陸軍省に与えるものであった。その結果、西武防衛司令部総司令官のジョン・

L・デイビッド長官は 3月 2日に太平洋側の三つの州の西半分とアリゾナ州の南半分から日

本人の血を引く者全員の立ち退きを命令した。しかし、3月 19日までの一ヶ月以内に“自

主的”に内陸部に転居した人々は、収容を免れることとなった11)。

3.2.　アメリカ・フレンズ奉仕団の活動

このような苦境に立たされた日系人たち支援したのがアメリカ・フレンズ奉仕団であっ

た。アメリカ・フレンズ奉仕団とは、第一次世界大戦中の 1917年にフレンズ派によって作

られた国際 NGOであり、良心的兵役拒否に変わる仕事を提供することと、ヨーロッパの戦

後復興に貢献することを目的として組織された12)。フレンズ派による日系アメリカ人への支

援活動は、強制立ち退き・収容への抗議、ホステル施設の提供、収容所内の支援活動、大学

の転学、労働者の転住、再定住への援助などが挙げられる13)。そのなかでも、AFSCが組織

として活動したものに全米日系人学生転住協議会 (the National Japanese American Student 

Relocation Council = NJASRC)があり、むしろ、この働き以外での AFSCの働きは必ずし

も主要ではなかったと AFSCの総書記であったクラレンス・E・ピケット (Clarence Evan 

Pickett, 1884–1965)は述べている14)。それは当時の戦時転住局 (War Relocation Authority = 

WRA)の長官であった、ミルトン・S・アイゼンハワーが大学進学が困難となった学生たち

の教育のために東部や中西部の大学への転入学を AFSCに要請した事業であっためである。

そのため、収容所での支援などは、その州や地域、コミュニティーレベルでの組織の活動と

されている15)。

このような背景のもと、フィラデルフィアのアメリカ・フレンズ奉仕団の総書記である、

クラレンス・ピケットは日系アメリカ人が収容される前にローズとハーバート・ニコルソン

(Herbert V. Nicholson)の日本宣教経験者を日系人アメリカ人奉仕担当者に任命した。島田

法子によると、ローズとニコルソンは共に熱心なフレンド派の宣教師であり、戦前、長く日

本で働いた経験から日本語が流暢で、しばしば収容所を訪問して日系人を励まし、トラック

を運転しては、転居する日系人の家財の運搬を引き受けていた16)。このような活動はおそら

く AFSCの組織としてではなく、その地域のフレンズ派の活動であったとも解釈できる。

1942年はローズがカリフォルニアのパサディナに滞在していた時期であり、母や姉妹な

どに出した書簡からも彼女がカリフォルニア中のさまざまな収容所を訪問していたことをみ

ることができる。ローズの書いた書簡の中には、日系人のおかれた困難な状況、またそれに

対するアメリカ人の反応なども垣間見ることができる。

例えば、1942年 6月 19日の書簡17)には、

“The physical conditions within the camps are improving slowly, but al regimentation of 

human, beings is unhealthy.  The barracks which were built for army dormitories are 
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gradually being transformed into little homes, but in most of the camps six or eight people 

must live in each room and that means, in many cases, two or three families have to share 

on room.  […] The food is practically the same for small children, adolescents, working 

men, and the aged–a fact which causes much dissatisfaction.”

（「キャンプ内での彼らの健康状態は徐々に改善されていますが、人間のすべてを統制す

ることは不健全なことです。陸軍の宿舎として建てられたバラックは、徐々に小さな家

に改変されていますが、ほとんどのキャンプで 6人から 8人の人々が一つの部屋に住

まなければならず、それは多くの場合 2、3の家族が一つの部屋共有していることにな

ります。食料は基本的に小さな子供も、若者も、労働者も老人もみな同じものを食し、

事実不満の原因となっています」）

またアメリカ人の態度に対しても、

“The notices in the newspapers are usually small notes on some inside page, and I am 

afraid that most of the people believe that the evacuation has been done “in the American 

way,” and are quite willing to forget about the whole problem.”

（「そしてもちろん、一般の人々は全く無関心である。新聞での記事は大抵小さな記事

で、私はほとんどの人々は強制退去は“アメリカの方法”で行われたと信じ、すべての

問題を忘れようとしているのではないかと思う」）

とも述べている。

このような書簡からローズが日系アメリカ人だけではなく、アメリカ人自身の態度にも問

題視していることがわかる。日系アメリカ人に対する不満は真珠湾以前からのことである

が、アメリカ人のこのような態度はローズにとってどのように映ったのだろうか。

このように書かれている一方で、アメリカ・フレンズ奉仕団はアメリカ人が善意を示すパ

イプの一つでもあり、収容所の子供たちには教育用品やおもちゃが送られました。ローズも

そのことについて

“It is still extremely difficult to visit the camps but a number of us have taken loads of 

books and other materials and have been cordially received in the administration offices; 

and in some cases have been able to visit about quite freely in the camps”

（「キャンプを訪問することは現在でも本当に困難ですが、管理局が受け取った心のこも

った山ほどの本や他の物資を届ける時には、キャンプを訪問することが本当に自由に感

じる」）
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とも書いている。

このようにローズのアメリカでの活動は、日系アメリカ人との関わりが明らかになってい

る。日本での宣教活動の経験から日系アメリカ人の担当となったローズはカリフォルニアの

さまざまな収容施設を訪問し、日系人の支援にあたり、日系人のおかれた状況を見ることと

なった。またそれは日系人に対するアメリカ人の姿を見ることにもなった。このような救

済、支援活動は戦前のローズの活動を継続しており、戦後の活動へと連続するものであった

と考えられる。

ローズのアメリカでの活動は現在、博士論文執筆のために調査中であり、本稿ではローズ

が携わったと言われる二世の転学までは今回報告することができなかった。今後また機会が

あればご紹介させていただければと、考えている。

4.　戦後の活動 (1946–1970)

戦後はローズのそれまで活動が繋がり、最も活動的に過ごした時期なのではないだろう

か。戦後、ローズはアメリカ・フレンズ奉仕団の日本支部代表、LARA (Licensed Agency 

for Relief in Asia)の駐日代表として 1946年再び日本に来日し、LARAを代表とするさまざ

まな活動に携わることとなった。また、戦後のローズにとってキリスト友会の人々との関わ

りも欠かすことはできない。

4.1.　LARA

戦後のローズの活動で代表的なものの一つに LARAの活動があげられる。LARAとは

Licensed Agencies for Relief in Asia＝アジア救済公認団体のことであり、頭文字をとった名

称である。1946年 4月、第二次世界大戦により、困窮に陥ったアジアの国々の人々の救済

事業を行うことを目的として全米のさまざまな宗教団体などを中心とする海外事業運営篤志

団アメリカ協議会 (American Council if Voluntary Agencies for Foreign Service, Inc.)を親団体

として結成された18)。LARAは主に 13から 14の団体で構成され、当時日本への救済物資は

LARAを通じてのみ可能であった。そのため LARAの救済物資には多くの日系アメリカ人

からの支援が関わっていた。ローズは駐日代表の 3人のうちの 1人となり、カナダ人の教

会世界奉仕団のジョージ・アーネスト・バットとカトリック戦時救済奉仕団の神父であるマ

イケル J.マキロップ（1917年からは、ヘンリー・ジョセフ・フルセッカーに交代）と共に

日本での物資の配給や、日本政府と GHQまた親団体との「調整役」として重要な役割を

担った19)。LARAの救済物資は 1946年 11月から 1952年までの約 6年間行われ、量として

は約 1万 6,700トン以上、額としては 400億円以上であった20)。これらの物資は主に乳児院

や児童施設、病院や養老院など自力で生活物資を手に入れることの困難な施設から順番に配

給された。また戦争による被害の大きな都道府県、地域から優先に配れていき東京や大阪、

広島、長崎が優先された。
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1947年代のローズの書簡を見ると広島や大阪からの書簡を見ることができ、彼女が実際

にその地域に足を運び、現地の状況を見ていたことがわかる21)。例えば、1947年 7月 14日

に送った書簡22)には関西地方（京都、大阪、神戸）のさまざまな施設での調査が報告され

ていた。ここでの調査は GHQのソーシャルワーカーとともに行動しており、同志社や京

都の幼児施設、救済施設などを訪問し、書簡には有意義な時間を過ごすことができたと書か

れていた。また孤児院や視覚障害のための施設も訪問していた。この視覚障害者の施設は、

クエーカーの岩橋武夫の作った施設であり、ローズはここの施設を見学して、

“There is much real light in their home and I am sure it spreads to all those they come in 

contact with.”

（「彼らの家には多くの光があり、それらが彼らが関わったものに広がっていくことでし

ょう」）

他にも寺や一灯園などが運営するキリスト教ではない乳児院にもローズは立ち寄ってい

た。このことは、主にキリスト教系団体によって構成された LARAの支援活動が、宗教の

壁を越えて、必要とする人々に対して平等に行われていたことを見ることができる。またロ

ーズは混血の子供を妊娠している母親たちの施設も見学している。そのことについてローズ

は、

“I learned that they are getting ready to accept some of the mothers excepting Eurasian 

babies.  Our soldiers are leaving quite a trail of such.  Again I was impressed with the effect 

of radiant personalities on their surroundings.”

（「私は彼らがユーラシアンベイビー（＝アジア人と欧米系白人の混血児）の母親の一部

を受け入れる準備ができていることを学びました。私たちの兵士はそのようなかなりの

痕跡を残していきました。私は彼らの周囲のそのような輝くような人格に感銘をうけま

した。」）

また 1947年 10月 29日のジョージ・バットに送った書簡23)には、カリフォルニアの養護

施設や保育所で集められたおもちゃがあり、これはクリスマスに向けて配布する予定である

と書かれ心も満たされることが今の子供たちに必要であり、その方法として、クリスマスプ

レゼントを贈ることが適切だと考えられていたようだ。このことは自らの足で被害地域を訪

問し、実際に何が起こり、何を必要としているのかを目の当たりにしたローズであったから

こそ、考えられる行動だったのではないだろうか。

このようなローズの姿を見ると、LARAを通して日本人、アメリカ人、クリスチャン、

仏教徒などさまざまな境界線を越えて、人間としての正しさ、良心のあり方をローズは言葉
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だけではなく、行動を通して表していった。また日本の状況をアメリカのフレンズに伝え、

必要な救済物資を的確に集め、人々に配布することができたのではないだろうか。また

LARAの活動は関東大震災や日系アメリカ人への支援活動とも連続するものだと考えられ

る。戦後、ローズが日本で円滑に活動できた理由の一つに、人との繋がり、特にキリスト友

会の人々との繋がりの存在が挙げあられる。彼らとの戦前からのネットワークが、戦後のロ

ーズの活動を円滑に進めることが可能になった要因の一つだと考えられる。

4.2.　キリスト友会の人々との繋がり

ローズは来日した 1947年から日本を去る 1960年までの約 13年間に LARAの駐日代表や

普連土学園の教師、学長、津田塾大学の教師や国際基督教大学の理事会や評議会のメンバ

ー、また皇太子明仁親王及び天皇家の英語教師などをつとめることとなる。このようなさま

ざまな仕事に携わる背景には、戦前からの日本人との繋がりが一要因となっていることも考

えられる。

1947年 1月 3日の書簡には元旦での過ごし方について書かれており、フレンドセンター

で朝食をとった後、日本人の 2人と浅草に行ったことが書かれていた。また別の書簡には、

軽井沢でのリトリートのことについて触れてられていた。このリトリートに一緒に行ったメ

ンバーには、エリザベス・ヴァイニング、キリスト友会の鞍馬菊枝、普連土学園学長の石田

トシ、浦口眞左や島崎折江、鮎澤巌らの存在が挙げられている。このリトリートは旅行のよ

うなもので、メディテーションを行うことが目的となっていた。エリザベス・ヴァイニング

は戦後、天皇家の家庭教師となった人物として有名であり、1950年からはヴァイニングに

代わってローズが英語教師となった。鮎澤巌との書簡のやりとりは戦前から行われており、

他にも恵泉女学園の創設者である河合道との書簡のやりとりも確認できる。鮎澤巌は後に国

際基督教大学創設時から労働問題や国際情勢の授業を担当した人物である。河合道も戦後、

教育刷新審議会委員などの要職につき、日本の教育改革のための中心的人物の一人であっ

た。

他にもローズの追悼記念集である『一クエーカーの足跡』を見てみると、上田辰之助、前

田多門、高木八尺、神谷美恵子や高橋たねといった、教育やキリスト教関係の人々との繋が

りもみることができる。もちろん、このような人々だけではなく、戦前からのキリスト友会

の人々や普連土学園の人々との繋がりも欠かすことはできない。

このようにローズは戦後、さまざまな日本人との繋がりの中で、LARAの救済活動を行

った。戦前からの日本での活動の経験から、日本人とのネットワークがあったことは、戦後

のローズにとっても、またキリスト友会の人々にとっても互いに有益なことだったと考えら

れる。
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5.　おわりに

以上のように本研究では、エスター B.ローズの活動を戦前、戦中、戦後を通して検討し

てきた。戦前のローズは、宣教師として、また普連土女学校の教師として日本人と関わり、

関東大震災の時には日本フレンズ奉仕団のメンバーとして救済活動に参加した。また日米間

を行き来し、アメリカのフレンズの活動や思想を、日本のフレンズに伝える役割を果たして

いった。戦時中には日本での経験をかわれ、収容された日系アメリカ人の奉仕担当となる。

日本での生活経験や日本語も話せたローズの存在は、日系アメリカ人の奉仕担当として最適

な存在であった。支援活動を通して、ローズは日系アメリア人の置かれた状況、またそれに

対するアメリカの態度に対して批判的に書簡に記していた。そして、戦後、LARAの駐日

代表として再来日したローズは、アメリカでの日系アメリカ人救援活動の経験と日本との繋

がりがあり、戦後の教育改革を含むさまざまかアメリカとの関係のなかで、日本人にとって

もアメリカ人にとっても極めて重要な役割を担っていたと考えられる。またキリスト友会の

人々との繋がりも多様な働きを可能にした理由だと考えられる。戦前からの日本との繋がり

や幅広い人間関係が、戦後、ICUの理事を含む日本でのさまざまな仕事にローズを繋げた

と考えられる。

このような戦前から戦後にかけて日米間を行き来し、両国で活動したエスター・B・ロー

ズに関する研究は、今後、博士論文においてよりさまざまな一次史料を利用し、研究を進め

る予定である。
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Letters from Esther B. Rhoads, June 19, 1942 ①
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Letters from Esther B. Rhoads, June 19, 1942 ②
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河合道からローズへの書簡。「恵泉にとっては、私たちを物質的にも精神的にも支えてくれる信頼
する友人と根気強く努力を続ける教師や生徒が結びついて、恵泉は勇気を持って前に歩み続ける。
（中略）この国にあるキリスト教の学校は一歩たりとも逃げ出してはらなないと感じています。そ
れどころか今が彼らにとってより一層の教育活動をとおして、この国を開拓し、救う時なのです。」
1941年 11月 28日
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Letters from Esther B. Rhoads, July 14th, 1947


